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研究成果の概要（和文）：近年，人工知能技術の実務への応用が加速しているが，本研究では特に金融業務への
応用としてFinTechに関する資産運用モデルをいくつか提案した．提案モデルには深層学習・集団学習・異常検
知など様々な技術を用いるが，投資判断は過去の株価情報のみに基づくためテクニカル分析の一種とみなし，そ
れらの妥当性について投資シミュレーションおよび統計的仮説検定に基づいて調査した．

研究成果の概要（英文）：The application of artificial intelligence (AI) technology to business has 
been accelerating. In particular, we applied AI technologies to FinTech, and proposed some asset 
management models for financial business. Our models use various techniques such as deep learning, 
ensemble learning, anomaly detection, etc., and these are considered as a kind of technical analysis
 based on past information like price movements. We verified the validity of them on the basis of 
investment simulations and statistical hypothesis tests using real financial data.

研究分野：金融データサイエンス

キーワード： 金融データサイエンス　フィンテック　AI運用　人工知能　機械学習　集合知

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現実の金融データを用いた実証分析の結果，単にまぐれでは解釈できないほどの収益性を確認でき，これは伝統
的経済学の基盤をなす効率的市場仮説の反証になり得る可能性を指摘した．しかし実際の資産運用においては
様々な制約があり，必ずしも実験通りに機能しない原因を提言した．なお株価情報のような数値データのみなら
ず，ニュース記事のようなテキストデータも資産運用アルゴリズムに取り入れることで，近年において注目され
ているAI運用に関する可能性についても検討した．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

自然言語処理技術の発展に伴い，人工知能（AI）技術を用いた資産運用業務（以下，AI運用）に

おいて株価情報のような数値データのみならず，ニュース記事のようなテキストデータも積極

的に活用され始めている．本研究課題では様々な資産運用アルゴリズムを検討してきたが，比較

的新しい試みとして，テキスト情報による資産運用アルゴリズムの事例を紹介する． 

 

２．研究の目的 

テキスト情報を機械学習に用いるには数値データに変換する必要がある．その一般的な手法と

して Bag-of-words によりテキスト情報をベクトル化できるが，ニュース記事は多数のワードで

構成されているため高次元でスパースになりやすい．その結果，次元の呪いにより機械学習の学

習性能に悪影響を及ぼす．そこで本研究では，テキスト情報の中から将来の株価変動（ボラティ

リティ）に大きく影響する重要キーワードを厳選し，これらのみで機械学習を行うことで AI 運

用の可能性を模索する． 

 

３．研究の方法 

ニュース発生前後のボラティリティ変化率を参照することで，ニュース記事に含まれるワ

ードの重要度を評価した．また重要度は，流行や経済状況によって時間変化すると考えられ

るため，重要キーワードを抽出するニュースの参照期間を変えながら分析した．その結果，  

参照期間が短いほど固有名詞などのトレンドワードが重要視され，参照期間が長いほど金融市

場において一般的なワードが抽出されやすい傾向を得た． 

次に，3個以上の重要キーワードを含むニュースの出現前後における株価変動率（正 or 負）を

教師信号とし，2 クラス判別問題として重要キーワードとの関係性を SVM（サポートベクター

マシン）によって機械学習した．その後，学習に用いていない新規データに対して運用パフォー

マンスをテストした（図 1）．なお判別対象を個別銘柄とするが，TOPIXの変動分を取り除いた

超過リターンを予測し，絶対収益型のアクティブ運用を想定した．もし予測された超過リターン

が正ならば個別銘柄をロング，負ならばショートした． 

 

 
図 1 学習期間（緑）とテスト期間（青）の組合せパターン 

 

４．研究成果 

表 1に，1日後の超過リターンの正負に関する予測精度を示す．2クラス判別問題であるため 50%

が正答率の基準となるが，いずれの期間でも基準を超える正答率を示している．しかし正と予測

した場合の再現率は高いものの，負と予測した場合の再現率は非常に低い．おそらく相対的にネ

ガティブに作用するニュースが多いため，予測結果が負に偏ったと考えられる． 



 

表 1 超過リターンの予測精度

 

 

表 2 に，詳細な運用パフォーマンスを示す． は獲得した超過リターンの累和， は̅獲得した

超過リターンの平均， は勝率， はインフォメーションレシオ（リスクに対するリターンの比

率）， はプロフィットファクター（マイナス収益の総和に対するプラス収益の総和の比率），

はペイオフレシオ（マイナス収益の平均に対するプラス収益の平均の比率）である．  

本研究では，ニュースに登場するに全個別銘柄を運用対象とするため運用回数が多い．そのため

は大きいものの， は̅小さい．しかし は 50％を超え，他指標も 0以上を示している． 

 

表 2 運用パフォーマンス 

 

 

図2〜5において，各期間における  の時間推移を示す．なお提案手法の有用性を確認すべく，

ランダムにロングまたはショートを行う「ランダム法」とパフォーマンスを比較する．さらに運

用回数が多いほど運用コストが増加するため，取引額に対して %の運用コストを控除したパフ

ォーマンスも示す． 

 
図 2 期間①における累和超過リターン の時間推移 



 
図 3 期間②における累和超過リターン の時間推移:  

図中の縦線はキーワードリストの更新タイミング 

 
図 4 期間③における累和超過リターン の時間推移 

 
図 5 期間④における累和超過リターン の時間推移:  

図中の縦線はキーワードリストの更新タイミング 

 

結果として，ランダムにロングまたはショートを行う「ランダム法」に比べ，提案手法（運用コ

スト = 0%）の優位性を確認できる．また，表 2において勝率 は 53%程度にも関わらず，運

用回数が多いため順調に超過リターンを積み上げている様子を確認できる．しかし運用コスト



が大きいほどパフォーマンスは縮小するが，概ね < 0.10%（10bp 未満）であれば超過収益を

維持できる可能性がある.  

今後は予測期間を週足や月足に拡大し，より中長期の運用モデルへ展開する． 
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